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内容

• 質保証についての現状と可視化の方向性

• アメリカ西海岸における教育目標設定と検証の事例

• 関西国際大学における3ポリシー見直しとアセスメント
ポリシー

• ルーブリックを活用したアセスメントの可能性
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質保証の可視化の方法

• 私学の数、目的、目標の多様性を考えて、一元尺度や一律の定量化
が妥当か？

• 抽象度が高い、検証不可能な評価で社会は納得するか？

• 問われているのは、何の評価？ 学生個人？各授業科目？教員？

学位プログラム＋大学全体 が優先 ＋個々の学生

• ポリシーの設定は「検証（測定）ができる」ことが必要条件

• 評価方法は目的合わせて多元的･複眼的に（一つの尺度･方法では適
切か？）
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アメリカWASCの適格認定から始まる内部質保証

• 機関単位の適格認定を行うにあたって、学生個人では
なく、大学版のルーブリックを開発して公表したのは
2008年。

• ＷＡＳＣでは、評価員が、対象校を評価する際に注目す
る五つの領域、すなわち「大学による教育課程の見直
し」、「大学による学習ポートフォリオの活用」、「大学に
よる学生の一般教育における学修成果の評価」、「大学
によるキャップストーン科目の活用」および「教育課程を
通じた学修成果の質」の、それぞれの程度を評価する
ための複数の視点と、4段階からなる到達度の基準を示
すルーブリックを開発、公表し、使用している。
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学生の成績評価以外の場面でのルーブリックの使用

• 背景としてのスペリング･レポート➞2008年から開発
cf. AAC&U VALUE Rubricも同じ時期に開発

• 学修成果の評価に用いられるルーブリックは、目標到達型の評価
指標であり、学生の学修成果に対し、具体的な評価の視点ごとに、
文章で記述された複数の到達度の基準を設定し、より客観的、ある
いは共通的な評価を行うことを目的としている。個別の教員、部局、
機関、あるいは大学団体などがルーブリック作成の単位となってい
る。(森）

• 「教育課程を通じた学修成果の質」の領域のルーブリック
評価の視点として「1.身につく学力の総合的なリスト化がされている
か」、「2.学修目標は明示されているか」、「3.カリキュラムと学修目標
は整合しているか」、「4.成績評価の方針は固まっているか」、「5.学生
にとって教育課程の目的は意味があるか」の５種類

視点それぞれに関して、①初期段階②萌芽段階③開発済み④高度
開発済みという4段階の到達度を設定
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アメリカ･San Diego State University の質保証
１．アクレディテーション団体のガイドライン
①WASCの関心事
－リテンション率と卒業率（SDSUは成果を出している）
－学生のLearning Outcome
⇒大学は、エビデンスに裏付けられた報告を行う。

②WASCが要求するLearning Outcomeにおける３～５つのコア・コンピテンシー
• Communication
• Critical thinking
• Information Literacy
• Quantitative Reasoning       etc

③WASCが作成･公表するガイドライン（ルーブリック）
• Educational Effectiveness Framework (.pdf) - This rubric is used to assess capacity and effectiveness as they relate 

to student and institutional learning.
• Program Learning Outcomes (.pdf) - This is is an excellent rubric for programs to use to evaluate their own 

program learning outcomes.
• Program Review (.pdf) - This rubric is for the assessement of the "Integration of Student Learning Assessment into 

Program Reviews". Programs should use this rubric to see where they stand in this area, particularly if they are 
actively involved in the LLU Program Review process.
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• WASCは各大学に、プログラム・アセスメントにおいて、プログ
ラムがリテンションや卒業率にどのように貢献しているかを報
告を求める。

• WASCのガイドライン（前述ルーブリック）を充たすべく、SDSU
はガイドラインを設定し、プログラム評価のためにカスタマイ
ズしたルーブリックを作成し学内に提示

• SDSUの各学部･学科はガイドライン（ルーブリック）を参照して，
自らの到達目標（ルーブリック）を作成し、それを参考に教員
はシラバスを作成

• 作成されたシラバスは各学部の評価部長（Director of 
Assessment)が確認し，必要に応じて修正をさせる

• 各専門分野において専門に関するアクレディテーションも行
われるが、全学的なアセスメントにおいては、プログラムが、
学生にこれらのキーコンピテンシーを身に着けさせることがで
きているかがチェックされる。
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関西国際大学(抜粋）【現行】
第１章総 則
（目的）
第１条関西国際大学（以下、「本学」という。）は、教育基本法及び学校教育法
に基づき、グローバルな視野に立った教養を基礎とする専門的知識・技術を修
得し、国際社会において活躍できる人材を育成することを目的とする。
（教育目標）
第１条の２前条に規定する目的を実現するために、本学は次の各号に定める
力・資質を修得・涵養し、総合的に活用できる人材を養成することを教育目標と
する。

(1) 自律できる力
(2) 社会に貢献できる力
(3) 心豊かな世界市民としての資質
(4) 問題解決能力
(5) コミュニケーション能力
(6) 専門的知識・技術
２前項を踏まえた学部・学科の教育目標は、各学部の学部規則で定める。
３本条に規定する教育目標の達成方法及び評価方法は、別に定める。
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関西国際大学 教育学部規則(抜粋）【現行】
（教育研究上の目的）
第２条 本学部は、初等教育と英語教育及び社会福祉に係る専門知識を習得し、確かな倫理観と幅広い教養、
また問題解決能力と実践力を持った職業人を養成するとともに、それを可能とする学術研究を行うことを目
的とする。
（学科の構成及び教育目的）
第３条 本学部は、学則第３条に定める学科及び専攻で構成する。各学科の教育目的は次のとおりとする。
（１）教育福祉学科
本学科では、グローバル化が進行する社会において求められる世界市民としての汎用的な知識、技能、態
度・志向性を身につけ、教育や福祉の学びを通して、一人ひとりの立場を理解し、人間愛にあふれた専門
的職業人の育成を目的とする。
具体的な教育目標は別表１に示す。

（２）英語教育学科
本学科では、グローバル社会で活躍できる人材を養成することをめざし、自ら積極的に行動し、体験を通し
て社会との関わりの中で考え、行動することができる人間の育成を目的とする。
具体的な教育目標は別表２に示す。

（到達確認試験）
第３条の２ 本学部教育の質保証を充実し、学科の教育目標の達成を確認するため、到達確認試験を実施す
る。これについての詳細は、別に定める。
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別表１教育福祉学科の教育目標 【現行】

ＫＵＩＳ学修ベンチマークに掲げている自律性、社会的貢献性、多様性理解、コ
ミュニケーション能力、問題解決能力、といったグローバルな環境に適応し社会
に貢献するための基礎的な力を、教育課程全体を通じて育成するとともに、専門
科目を通じて以下の４つの力を身につけ、総合的に活用できることを目的とする。

(1)複数の研究方法を活用して、教育・社会事象を理解し、説明することが
できる。

(2)教育・社会事象に関して、教育学や社会福祉学の専門知識を使って理
論的に説明し、実践を改善する方策を提案することができる。

(3)教育や福祉の場面において必要となるコミュニケーション力を獲得し、円
滑な人間関係を構築することができる。

(4)知り得た知識、経験を総合化し、実際の生活で活用することができる。
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レベル
目 標 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

複数の研究方法を活用
し、教育・社会事象を
理解し、説明すること
ができる

教育・社会事象につ
いて、複数の研究方
法を有効に組み合わ
せて分析し、説明す
ることができる

自分が関心を持った
教育・社会事象につ
いて、適切な教育や
福祉の研究方法を選
んで、説明すること
ができる

教育・社会事象を、教
育や福祉の観点から、
特定の研究方法を使っ
て説明することができ
る

教育・社会事象を、教
育や福祉の観点から研
究する方法を複数知っ
ている

教育・社会事象に関し
て、教育学や社会福祉
学の体系的な知識を
使って理論的に説明し、
実践を改善する方策を
提案することができる

教育・社会事象に関
して、専攻する教育
学または社会福祉学
を含む体系的な知識
を活用して理論的に
説明し、実践的内容
について改善する方
策を提案することが
できる

自分が研究関心を
持った現実の教育・
社会事象を、専攻す
る教育学または社会
福祉学の体系的な知
識や理論を用いて、
説明することができ
る

特定の教育・社会事象
について、専攻する教
育学または社会福祉学
の概念や理論を用いて
説明することができる

教育・社会事象につい
ての説明に必要な、教
育や福祉の基本的な概
念や理論について、理
解し説明することがで
きる

教育や福祉の場面にお
いて必要となるコミュ
ニケーション力を獲得
し、円滑な人間関係を
構築することができる

教育や福祉の場面で
多様な人たちとの対
人関係において必要
となるコミュニケー
ション力を獲得し、
どのような場面でも
円滑な人間関係を構
築することができる

教育や福祉に関わる
場面で必要とされる
対人関係を、円滑に
形成していくための
コミュニケーション
力を、実習等の場面
で発揮し実践するこ
とができる

教育や福祉に関わる円
滑な対人関係を形成し
ていくために必要なコ
ミュニケーション力と
はどのようなものであ
るか理解し、教室内の
グループワーク等で活
用することができる

基本的なコミュニケー
ション力とその具体的
な技法について理解し、
一定条件のもとで実践
することができる

知り得た知識、経験を
総合化し、実際の生活
で活用することができ
る

知識・経験・振り返
りの成果を総合化し、
体系的にまとめた上
で、生活上の具体的
な問題の解決に活用
することができる

教室内外で学習した
知識と、自らの経験
とその振り返りの成
果を総合化し、体系
的にまとめることが
できる

教室内外で学習した知
識と実習などの経験を
結び付けて振り返り、
定められた形式でまと
めることができる

これまでに学習した知
識や経験をまとめて、
学修ポートフォリオ等
に記録としてまとめ、
自己分析をすることが
できる
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関西国際大学における3ポリシー作成の手順

全体の流れとしては DP➞CP➞APの順に作成

全学ポリシー（ガイドライン）と学位プログラムの
ポリシーの整合性
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全学DPの学位プログラムへの適応例
全学
• 関西国際大学は、教育基本法および学校教育法に基づき、グローバルな視
野に立った教養を基礎とする専門知識・技術を修得し、国際社会で活躍でき
る人材の育成を目的にしています。（学則第1条）
＜関西国際大学の教育理念＞に基づき、以下の教育目標を掲げています。
（学則第1条の2）

（１）自律できる力
（２）社会に貢献できる力
（３）心豊かな世界市民としての資質
（４）問題解決能力
（５）コミュニケーション能力
（６）専門的知識・技術
• これらの教育目標を達成するために＜KUIS学修ベンチマーク＞を設定してい
ます。
「KUIS学修ベンチマーク」は、全ての学生が卒業までに身につけてもらう能力
などを学習到達目標として明示したもので、4年間の学習の羅針盤としての役
割を果たしています。
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保健医療学部看護学科のDP改正案（未定稿）

• グローバルな視野に立って、多様な人々とともに歩み、地域の保健・医療を支える、看護学の
専門知識・技術・態度を身につけた看護専門職者を育成します。具体的には、下記の力を身
につけた者に学位を授与します。

(1)看護職者として必要な学習課題を見出し、課題を克服するために、主体的に課題に取り組
むことができる。

(2)地域の動向をふまえ、保健医療サービスにおける看護の必要性と看護職者の役割を理解
し責任ある行動をとることができる。

(3)対象者がもつ背景や属性、価値観の多様性を理解し、相手の立場を尊重することができる。
(4)対象者と円滑なコミュニケーションをとることができ、他職種との連携・協働を行うことができ
る。

(5)看護業務についての問題を発見･理解し、問題解決に必要な論理的・実践的知識および資
源を活用し、適切な看護方法を選択・計画し、行動することができる。

(6)看護職者として必要とされる6分野の領域の知識・技術を修得し、状況に応じ総合的に活用
することができる。
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英語教育学科CP案（未定稿）
大学の理念とデｲプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するために、次のような
カリキュラム編成と授業の実施を行います。

(1)共通教育においては、必修科目人間学を中心に4年間を通した学修の基礎
となる、「社会、文化、自然に対する現状と課題についての基本的視点・考え方
の修得」と、大学での学習に必要な「学修スキルの獲得」、の育成を行います。
(2)語学教育や国際的なビジネスの業務で求められる知識・技能の修得のため
の科目を、1年次から4年次にかけて分野別に体系性と系統性を考えて配置し
ます。
(3)語学教育においては習熟度に基づくクラス編成をとり、定期的に外部テスト
等を用いて進捗度を確認し､学生自身の学習計画に反映させます。
(4)大学での思考力や判断力及び実践力を深めるために、専門教育の実習・演
習においては、知識（専門知）と現場での知識（経験知）の融合をはかります。
(5)社会の課題を自己のものとして捉え、考え、発信するための国外や地域に
おける体験学習(サービスラーニングやインターンシップ)を１つ以上履修します。
(6)すべての学生に海外渡航プログラム(グローバルスタディ)の参加を必修とし、
その履修にあたり英語を公用語とするプログラムへの参加、６ヶ月以上の交換
留学を奨励します。
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(7)主体性や協働精神を高めるために、アクテｲブラーニングを取り入れた教
育方法を少人数科目では必ず用い、大人数科目においても積極的に取り
入れます。
（8）専門科目においては、アサインメントやレポート課題を課す時期と課題
の整合性･連携性をはかり、形成的評価のための期中のフィードバックに努
めます。
（9）学生の語学能力の定期的な外部テスト及びKUISポータルを用いた語学
自己学習結果によるモニタリングを行い、学生の進捗度の応じたアドバイス
を行います。
（10）２年生終了時には、それまでの専門必修科目の水準を修得し、卒業研
究を履修する基礎レベルが修得できているかを確認する「到達確認試験」を
行います。不合格の人には再試験を課し、その合格を求めます。
（11） ４年間学修成果は卒業研究(必修)にまとめることを求めます。「卒業研
究」の履修条件は、履修規程に定める累積GPA､３年次までの修得単位数に
加え､この試験合格することです。
（11）学生生活の学修成果や経験、自らの成長についてまとめるeポートフォ
リオの作成を奨励します。
※緑字はアセスメントポリシーに移行予定 19



3つのポリシーを可視化するためのアセスメント

基本は学位プログラム単位でのアセスメント（全学の方針）
全学の方針を前提にポリシーをつくる（学部･学科or 学位を単位に）
• 検証･測定に必要な「観点･基準standard」と「尺度criteria」
定量化しやすい評価（国試合格率、標準化テスト・スコア等)

定量化しにくいパフォーマンス評価（ルーブリックを活用した学修成果
の評価や行動評価、eポートフォリオ、フォーカス・グループ･インタ
ビュー等）
ｃｆ．面接試験の評価は観点・基準は共有されている？・・・・

CPを充たした教育が行われている？
DPを充たした学修成果が上がっている？
DPやCPに必要な条件を測る選考を行うことを明らかにしたAPになって
いる？APが必要な能力や条件を測っていた？

・別添資料１が３つのポリシーの改正ガイドライン
・別添資料２が全学レベルの３ポリシー（案）
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関西国際大学のアセスメントポリシー
（１）大学および学部・学科を対象とする評価（プログラム評価）

大学および学部・学科が掲げる学修到達目標（教育目標）が達成されて
いるか。また、達成されるカリキュラムになっているか。
• 学生のベンチマークチェックを集計
• 大学全体あるいは学科別の達成状況を把握。
• 2年生修了段階での専門必修科目を出題範囲とする到達確認試験の
結果

• 卒業研究（サンプリング）をルーブリックを用いて集団評価（試行中）

＜教育改善・施策＞
• 達成度の低い項目の要因分析

ベンチマークに掲げる目標を達成するための活動
機会が十分か？目標レベルが高いのか？

• ある項目のレベルが上昇した学生とそうでない学生との比較（学生調
査、テスト、ポートフォリオ）＝IRの活用
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関西国際大学のアセスメントポリシー
（２）授業科目を対象とする評価（科目担当者）

個々の授業科目で学修到達目標が設定され、達成のための学
習内容・教育方法、達成状況を測定できる評価方法（課題等含む）
が採用されているか。

成績評価終了後に、担当科目の評価を実施。

＜授業改善＞
• 達成度の低い目標は？
• 教育方法、課題は適切だったか？
＜学修・学生支援＞
例えば、複数科目でライティングの評価の低い学生
⇒学修支援センターorライティングの講座
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関西国際大学のアセスメントポリシー
（3）学生個人を対象とする評価
各個人の学生が学修到達目標を達成しているか。また、
達成していることを他者に示すことができるか。

リフレクション・デイ：9月末、3月末～学期はじめ
• 成績表、前学期に受講した科目のレポートやテストの採
点結果を学生に返却

• 前学期のふりかえり
• ベンチマークチェック
• 今学期の目標と計画の設定
• アドバイザーとの面談

参考資料１（机上）がアセスメントポリシー

学生が授業で
ベンチマーク
（目標）を自覚す
ることが重要
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ルーブリックを活用したアセスメント
◎パフォーマンス評価（定性的評価）を可視化するのに有効なルーブリック

ルーブリックとは…
◎評価の「観点」と「尺度」を組み合わせた評価表（記述語で説明された表）をあらかじ
め公開し、評価者、被評価者､社会で共有でき、可視化を促進

• 背景としての国内外（中央教育審議会）の動き

– 世界的な質保証の動きex. 米国AAC&U VALUE Rubrics
– 「学士課程教育の構築に向けて」答申、H20.12

• 学内の事情
– 多様な学生層の受け入れ

• ユニバーサル段階で学生の多様化が顕著
– 教育上の課題

• 学修成果の可視化（＝何ができるようになったか）
• 評価にバラつきあり（人による・時点による）
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ルーブリックを活用した評価の発展可能性は

• 私学事業団調査（2014）では，ルーブリック活用「全学」5.0％、「一
部」1.3％（別紙参照）

• 文科省改革総合支援事業の項目に入り、表面的な普及は加速す
るであろうが・・・・（参考資料２参照）

• 3つのポリシー＆アセスメントポリシーの構築の中での評価プラン
への明確な位置づけが不可欠

Cf.「アセスメントポリシー」は「全学」6.9％，「一部」1.1％私学事業団
2014
• プログラム評価での活用による学内での有効性の立証

ex．カリブレーションを含むFDが重要
教員自身が自らの評価の妥当性の現状に気づくことが必要
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おわりに
• 高大接続改革の意義は初中等教育（とりわけ高校教育）と大学教
育の連続性・継続性･発展性の構築

• 入試改革のロードマップは不確定要素も大きいが、大学教育改革
の方向性は汎用性を持った「知識･技能」「思考力･判断力・表現
力」「主体的態度」といった学力の3要素（≒学士力、社会人基礎力、
コンピテンシー）を育成できる大学教育の質保証メカニズムの確立

• 学修成果の可視化は必然的
• 3つのポリシー（とりわけDPが基本であり）は測定可能なものにし、
その結果を大学自らが説明する責任を負う

• 私立大学は、他律的に評価されるのではなく、自らの教育理念等
と上述の汎用的知識･スキル･態度特性を組み合わせて作成した
自らの目標を、多元的に（複数の方法の組み合わせ）に能動的に
自己評価（測定･検証・評価）することが必要

• 認証評価は前述の自己評価が妥当性を持つものであるのか検証･
評価するのが主たる役割（第３サイクルでの役割？）
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３つのポリシーの改正ガイドライン 
                           関西国際大学 

 2015.11.4 
                           
現在、本学ではディプロマ・ポリシー（DP 学位授与の方針）、カリキュラム･

ポリシー（CP 教育課程編成の方針）、アドミッション・ポリシー（AP 入学者

受け入れの方針）の 3 つのポリシーの見直し作業に取り組んでいる。 
 これらのポリシーの作成に際しては、下記のことを参照されたい 
 
１．基本となるのは「学則」である 
第１章 総    則  
（目 的） 
 第１条 関西国際大学（以下、「本学」という。）は、教育基本法及び学校教育法に基づき、

グローバ ルな視野に立った教養を基礎とする専門的知識・技術を修得し、国際社会におい

て活躍できる人材 を育成することを目的とする。 
（教育目標） 
 第１条の２ 前条に規定する目的を実現するために、本学は次の各号に定める力・資質を

修得・涵養し、 総合的に活用できる人材を養成することを教育目標とする。 
  (1) 自律できる力  
 (2) 社会に貢献できる力  
 (3) 心豊かな世界市民としての資質 
 (4) 問題解決能力 
  (5) コミュニケーション能力 
  (6) 専門的知識・技術  
２ 前項を踏まえた学部・学科の教育目標は、各学部の学部規則で定める。 
３ 本条に規定する教育目標の達成方法及び評価方法は、別に。  
定める 
 
２．アセスメント可能なポリシーの作成を行う 
 
・3 つのポリシーとりわけ DP 作成にあたっては、検証･測定に必要な「観点

standard」と「尺度 criteria」を考える。 
・評価は多元的に測定することを考えた設計にし、定量的尺度や定性的尺度  
 を適宜組み合わせるようにする(評価プラン) 
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Cf.定量化しやすい評価（国試合格率、標準化テスト・スコア等) 
    
   定量化しにくいパフォーマンス評価（ルーブリックを活用した学修成果       

の評価や行動評価、e ポートフォリオ、フォーカス・グループ･インタ   

ビュー等） 
      CP を充たした教育が行われている？ 
      DP を充たした学修成果が上がっている？ 
      DP や CP に必要な条件を測る選考を行う AP になっているか？ 

AP が必要な能力や条件を測ることができる内容や表現になって

いるか 
 

３．3 ポリシーの作成手順 

・全体の流れとしては DP➞CP➞AP の順に作成する。 

・全学ポリシー（ガイドライン）を参考にしつつ、学位プログラムの領域の特

性(専門性、資格･免許、想定する進路等)を勘案し、学位プログラム（授与する

学位、学科）ごとに当該学部･学科で 3 つのポリシー案を作成し、カリキュラム

委員会及び評価センターの意見を参考にし、教授会で審議を行い、学長がこれ

を決定する。作成にあたっては、全学ポリシーと学位プログラムポリシーの整

合性に留意する。 

・以下に作成手順を示す 

１）全学 DP（学位授与の方針の基本的考え方、方針） 

  学則、KUIS 学修ベンチマーク、学部規則、（＋学士力、社会人基礎力、就職 

  基礎力､コンピテンシー等）を参考に、基本的･共通のコンセプト、盛り込

むべき事項、キーワードを加える。学力の３要素がその中に盛り込まれてい

ることは必要条件である 

             ↓    

１）‘ 学位プログラムの DP（学部･学科単位、学位毎に全学 DP をカスタマイズ

して作成する） 

全学 DP を参照し、基本的･共通のコンセプトを盛り込みつつ、学位の特徴に

基づき学修の到達目標をアセスメント可能である表現で明確に定める。学力の

３要素がその中に盛り込まれていることは必要条件である（３つの柱を立てる

ということと必ずしも同義ではない） 

   

２）全学 CP 

 教育内容 

  DP の達成を可能にする教育内容になっているか 
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  教育課程としての整合性を確保し、体系性･系統性に基づく編成となること 

   cf．カリキュラム･マップ（整合性）、カリキュラム･ツリー（体系性･系

統性）の活用 

  要卒単位数に過不足のない授業科目数であるかを確認すること 

 教育方法 

  DP を達成するのに効果的な教育方法が定められているか 

  教育効果が上がりやすい教育環境の活用が盛り込まれているか 

  組織的な教育が実行できる仕組みが取り入れられているか 

             ↓ 

２）’学位プログラムの CP 

  当該プログラム DP の達成を可能にする過不足のない内容になっているか 

  教育課程としての整合性、体系性・系統性の確認がなされているか 

   cf．カリキュラム･マップ（整合性）、カリキュラム･ツリー（体系性･系

統性） 

  要卒単位数に過不足のない授業科目数となっているか 

  学位プログラム DP を達成するのに効果的な教育方法が用いられているか 

  教育効果が上がりやすい教育環境の活用が盛り込まれているか 

  組織的な教育が実行できる仕組みが取り入れられているか 

  教育内容について、その実施状況と効果についての検証方法が考慮されて

いること 

  

３）学位プログラム単位での AP(アドミッション・ポリシー） 

「DP に示す能力を獲得するための学習･教育機会を明示した CP の授業科目群や

要件を経験し、クリアしていくために最低限必要な入学時に求める資質･能力等

（知識･技能・態度）の観点から AP の再検討」（川嶋 2015）し、具体的な測定可

能な柱を確定する。 

              ↓   

 AP に整合的な入試方法の検討 

  Ex.入学後必要とする基礎学力の内容を問う筆記試験 

小授業を聞かせて、小論文を読んだ上での設問回答 

       集団面接  

            ↓ 

受け入れ単位の再検討（大括りｖｓ 小単位） 
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４．全学ポリシー作成についてのガイドライン 
 １）DP 
 ①基本的方向性として､学則第１条の２に規定する KUIS 学修ベンチマーク

と学科の目標を融合させたものにすることが望ましい。   
 ②KUIS 学修ベンチマークを学科の専門性にカスタマイズすることをめざす 
 ③目標設定にあたっては、学力の 3 要素（(1)知識・技能、(2)思考力・判断力・

表現力、(3)主体的に取り組む態度）が盛り込まれていること 
④項目数は４～６項目程度が望ましい 

 ⑤DP に記載される修得する能力･スキル･態度についての目標はアセスメン

ト（測定･検証）が可能なものにし、同一項目に異なる次元のものが重複しな

いようにする 
 ⑥文章表現は複文を避け、受験生、保護者、高校教員にも理解できるように

心がける 
 ⑦目標達成のアセスメントを行うことを考え､大学教育に対する社会からの

期待、日本学術会議分野別参照基準、指定規則等の内容といった水準を念頭

に置きつつ、過剰な理想論に走ることなく、学科の責任においての達成可能

性を考慮した表現をとること 
 
２）CP 
 ①教育内容は DP の達成を可能にする内容になっているか 
 ②教育課程としての整合性、体系性、系統性の確認したものになっているか 
 cf．カリキュラム･マップ（整合性）、カリキュラム･ツリー（体系性･系統性） 
  要卒単位数に過不足のない授業科目数か 
 ③教育方法は DP を達成するのに効果的なものが定められているか 
 ④教育効果が上がりやすい教育環境の活用をすることが盛り込まれているか 
 ⑤組織的な教育が実行できる仕組みが取り入れられているか 
 ⑥全学共通の取り組みであっても､学位プログラム(学科)の特徴を過不足なく

盛り込んでいるか 
⑦学外者から見て理解可能な表現で書かれているか 

 
３）アドミッション・ポリシ－ 
①アドミッション・ポリシーには本学での学修に必要とされる知識、経験、能

力、態度特性を具体的に箇条書きで作成する 
❶本学の教育方針、教育目標、教育内容、教育方法の在り方を理解、賛同し、

本学での学修に意欲をもっている➝自己申告書、面接 
❷課外活動やボランティア活動等を通じ、集団での活動経験があり、グルー
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プでの学習(グループワーク)に能動的に参加できる➝調査書、自己申告書、面

接 
❸「コミュニケーション能力の基礎を修めている」➝「日本語①と英語②で

のコミュニケーション能力」➝「読み a､書き b、聞く c、話す d の 4 技能」 
 レベル設定は、英語であれば、外部テストを尺度とした「英検準 2 級(3 級？)」
程度 

  ❹「生物としての人間についての基礎的理解」➝ex.生物、化学の人体につい

ての領域の知識(どう記述するかが問題)【看護】 
 ❺「社会､公民を通じて日本社会の直面する社会問題についての基礎的理解」

少子高齢化、➝ex.グローバル化についての文章を読んだ上での小論文を作成 
 【教育福祉、英語教育、経営、人間心理、】 
 
４）アセスメントポリシー 
 アセスメントポリシーは、DP に定めた学修成果の測定を、いつ、どのように

測定･検証するのかを定めた全学の方針である。具体的には、DP の達成状況

の評価を学位プログラム単位で評価を行うことが中心であるが、全学や学生

個人についての評価、及び CP や AP の実施状況や効果検証についての評価プ

ランを含めることができる。 
・基本的には､全学の教育目標の達成状況の検証、学位プログラム単位でのそれ

の検証を主たる対象とし、いつ､どのような方法とそれらの組み合わせで測

定・評価(Assessment)し、総合的に第三者の検証を経てその達成状況を評価

(Evaluation)するかの方針と手順を定める 
・学生個人の達成度の評価方法についても､学生の成長と学修成果についてどの

ような方法で測定するかの方針を定める 
・CP については、定められた教育内容や教育方法がどの程度実行されているか

を確認し、それぞれの施策が学修成果の達成に効果があるかを測定し､評価す

る。 
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関西国際大学の 3 ポリシー案（2015 年 11 月段階） 

１． 学位授与の方針（DP） 
関西国際大学（以下では「本学」という）は、学院の建学の精神「以愛為

園」を基本理念とし、学則第 1 条に定めるグローバルな視野に立った教養を

基礎とする専門的知識・技術を修得し、国際社会において活躍できる人材を

育成することを目的としています。 
  その実現のために，同第１条の２に定める下記の能力・資質を修得・涵養

し、 それらを総合的に活用できる人材に学位を授与します。 
(1) 自律的で意欲的な態度（自律性） 

自分の目標をもち、その実現のために、自ら考え、意欲的に行動

するとともに、自らを律しつつ、自分の行動には責任が伴うこと

を自覚できる 
(2) 社会や他者に能動的に貢献する姿勢（社会的貢献性）  

社会の決まりごとを大切に考え、社会や他者のために勇気をもっ

て行動し、貢献することができる 
 (3) 多様な文化や背景を理解し受け入れる能力（多様性理解） 

多様な世界の人々や自分たちの社会について理解を深め、他者に

対する共感的な感覚や態度を身につけ、世界市民として行動でき

る 
(4)問題発見・解決力 

   状況に応じて、情報ツールを活用し、情報収集や情報分析ができ、

問題を発見したり、解決のアイデアを構想したりする思考力や判

断力を身につけ、問題を解決することができる 
  (5) コミュニケーション能力 
      国内外を問わず、社会生活を営む上で、他人の思いや考えを受け

止め、理解するとともに、自分の思いや考えを的確に表現し、意

見を交わすことができる 
  (6) 専門的知識・技能 の活用力 

      自ら学ぶ学位プログラムの基礎となる専門的知識・技能を修得し、 
実際の場面で、その時・その場の状況に応じて、再構成し活用す

ることができる。 
＊網掛け部分は学則の表現を修正する予定部分 
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２． 教育課程編成の方針（CP） 
  本学では、学位授与の方針に掲げる知識･技能などを修得させるために，共

通教育科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し、講

義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を開講します。 
  教育内容、教育方法等については以下のように方針を定めます。 
  １)教育内容 

(1)4 年間を通した学修の基礎となる共通教育においては、必修科目「人

間学」を中心に社会、文化、自然に対する現状と課題についての基本的

視点・考え方を学び、大学での学習に必要な学修スキルの獲得を行いま

す。 
(2)語学教育においては英語教育において習熟度に基づくクラス編成をと

り、定期的に外部テスト等を用いて進捗度を確認し､学生自身の学習進度

にあったコミュニカティブな英語力の育成をはかります。 
(3）専門教育においては、専門分野の体系性に基づき、必修科目と専攻

や履修コースに基づく学年･学期別の科目配置を行います。 
   (4)各学年･学期に演習科目を配置し、その担当教員が学生の学修･生活の

助言を行うアドバイザーとなって指導します。 
(5) ２年生終了時には、それまでの専門必修科目の水準を修得し、卒業研

究を履修する基礎レベルが修得できているかを確認する「到達確認試験」

を行い、不合格者には再試験を課し、それに合格することを求めます。 
(6) 専門教育科目を中心とする教育内容の統合と総合化のために、4 年次

の「卒業研究」を必修とします。 
２）教育方法 

(7)社会の課題を自己のものとして捉え、考え、発信するための国外や地 

域における学外体験学習プログラム(リサーチ、グローバルスタディ、サ

ービスラーニング、インターンシップ)を原則として 2 種類以上履修する

ことを求め、学位プログラムごとに詳細を定めます。 
(8)アクテｲブラーニングを取り入れた教育方法を少人数科目では必ず用

い、多人数科目においても積極的に取り入れます。   
(9)専門科目においては、アサインメントやレポート課題を課す時期と課

題の整合性･連携性をはかり、形成的評価のための期中のフィードバック

に努めます。 
(10)学生自身が自らの目標達成にむけて「評価」の意義を理解し、在学

中を通じ学修成果の評価実践を行います。 
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３． 入学者選抜の方針（AP） 
本学は，教育目標に定める人材を育成するために、高等学校等におけ

る学習を通して、日本語と英語を用いたコミュニケーション能力(読む、

聞く、書く、話すの 4 技能)、学部･学科での学びの基礎となる分野の基

礎学力、主体的･能動的に学ぶ態度，他者とともに成長しようという意欲

を身につけた人を受け入れます。 
 このような入学者を適正に選抜するために、入学後の教育課程を踏ま 
え高等学校で履修すべき科目、取得しておくことが望ましい資格等を公

表したうえで、多様な選抜方法を実施します。 
 


